
不登校の子どもを支える保護者のための  

オンラインセミナー  

 

 不登校経験者／ホームスクール実践者 

　鈴村　結 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自己紹介 

　鈴村 結（すずむら ゆい）  

　小4から不登校 

　小6から高3までジャズダンスに熱中 

　公立の通信制高校を卒業し公務員になる 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2020年4月～7月　不登校新聞にてコラム「娘からの返信」を連載

2021年6月～noteでホームスクールや不登校について記事を掲載 (2025年2月現在 201,529ビュー)
2021年9月　多様な学び保障法を実現する会・フリースクール全国ネットワーク主催

  「多様な学び実践フォーラム」パネリスト

2024年1月　多様な学びプロジェクト主催 (文部科学省後援 )　シンポジウム  パネリスト

2024年11月 北海道ソーシャルワーカー協会主催「不登校について学ぶセミナー」  講師

2025年1月　北海道教育委員会主催  不登校児童生徒支援連絡協議会  講師　など



子どもたち  

　中2長男、小6長女、小3次男 
 
　ホームスクールをベースにしながら、 
　フリースクールや、 
　学校の通級指導教室などを利用 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　学び方は 
　子どもが小1の時に自ら選んだ 



法律で見る不登校  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■義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律  

　(2017年2月施行)　略称：教育機会確保法  

（学校以外の場における学習活動等を行う不登校児童生徒に対する支援） 

第十三条　国及び地方公共団体は、不登校児童生徒が学校以外の場において行う 

多様で適切な学習活動の重要性に鑑み、個々の不登校児童生徒の  

休養の必要性を踏まえ、 当該不登校児童生徒の状況に応じた  

学習活動が行われることとなるよう、  

当該不登校児童生徒及びその保護者に対する必要な情報の提供、 

助言その他の支援を行うために必要な措置を講ずるものとする。 



今日お伝えすること  

　１　私の不登校
 
　２　子どもの不登校 
 
　３　接し方・支え方
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今日お伝えすること  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　１　私の不登校
 
　２　子どもの不登校 
 
　３　接し方・支え方



私の不登校体験  

4人家族ですくすく育ち、 

学校では「明るくていい子」 

小学校４年生で不登校に  7



私の不登校体験  

分かりやすい原因はない 
むしろ私が知りたいくらい 

あえて探すなら２つ 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１　友達同士の陰口 

２　「いい子」のエネルギー切れ 



私の不登校体験  

突然始まったようにみえる不登校だけど 

子どもにとっては 

様々な積み重ねの結果 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「不登校のスタート」  

大人と子どもでズレがある 



私の不登校体験  

家族は、不登校の私を 

丸ごと受け止めてくれた 

 

家＝安心できる居場所  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私の不登校体験  

しっかり休養できたため 

不登校から１～２年で 

外の世界に繋がる  

気持ちがわいてきた 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私の不登校体験  

中学卒業後の進路に、 

「全日制の女子高」を 

勧められたものの 

通信制高校を『選ぶ』  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私の不登校体験  

高校卒業後の進路 

「公務員になろう！」 

人生で初めての試験勉強 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不登校になった 10歳の私が抱えていたもの  

・みんなと同じにできていない 劣等感 

・将来への漠然とした 不安感 

・保護者に心配をかけている 罪悪感 

19歳で就職するまで続いた 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今日お伝えすること  

　１　私の不登校
 
　２　子どもの不登校  
 
　３　接し方・支え方



長男の不登校  

本が大好きで自立心が強い長男、 

保育園で仲のいい友達と一緒に 

地域の公立小学校に入学 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少しずつ笑顔が減っていった 



半年後に表面化  

　小学校1年生の9月のある朝、 

　「もう学校に行くのは無理だ」と大泣き 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　あとから分かった「原因らしきもの」 
 

　・同級生からのいじめ 

　・一斉授業というスタイルが合わない 



私　「しっかり休んだ方がいい」 
 
 
夫　「行けるなら行った方がいい」 
 
 
長男　「でも、無理なんだよ・・・」 
 
夫婦・親子で悩み、苦しかった時期  

家族で意見の食い違い  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夫婦で何度も話し、 

少しずつお互いの考えを理解しあった 

「子どもが笑顔であること」 を 

最上位目標 に定めた 

考えを伝えあう  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ホームスクールに移行  

息子とも何度も話し合って  

ホームスクールを選択 

長女と次男もそれぞれの理由から 

小1でホームスクールを選んだ 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今日お伝えすること  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　１　私の不登校
 
　２　子どもの不登校 
 
　３　接し方・支え方



目標設定 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×学校復帰 

◎子どもに笑顔が戻ること 



不登校は休養の始まり  

不登校になった時点で子どもは 

心身ともにボロボロの状態 

安心できる環境下での休養が必要  

 

しっかり回復すれば、 

自分からやりたいことを始める  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不登校の原因  

「なぜ学校に行けなくなったの？」 

という大人の素朴な疑問 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子どもには 

「大した理由じゃないなら登校できるよねぇ？」 

という詰問に聞こえる

原因究明は子どもの回復に繋がらない 
・・・・・ 



不登校の原因 補足  

子どもの不登校は、 

あなたのせいじゃない  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「きっと受け止めてくれるはず」 

という信頼関係が築かれている証拠 



ゲーム・マンガ・動画ばかり  

夢中になることで 

学校に行けないことへの 

絶望感や焦りから逃れながら 

エネルギーを貯めている 

　　　　　　【自己治療仮説】 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昼夜逆転 

「朝、起きてるのに学校に行けない自分」と 

「元気に登校している子どもたち」の対比が辛い 

　　　　　　 

夜更かしすることで、起床時間を遅らせ 

自己防衛している 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将来への不安

子どもが 

一番感じてる 

自分の人生だもの 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全体像を把握する  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■資料提供
NPO法人 D.Live 
http://www.dlive.jp/



休ませるかを迷ったら  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自分の気持ちを受け止める

子どもへのフォロー以上に大切なのは 

 

あなたの気持ちの整理と  

孤立感の解消  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親の会のご紹介　  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親の会のご紹介　  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オンラインで繋がる親の会  



最上位目標  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×学校復帰 

◎あなたと子どもに 
　笑顔が戻ること 



まとめ 

　１　私の不登校 
　　→常に不安と戦っている 
 
　２　子どもの不登校 
　　→親として悩みながら 
　　　考えを話し合った 
 
　３　接し方・支え方 
　　→あなたと子どもの笑顔  35



信じて見守る  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子どもは種  

親は土 



https://note.com/yui_homeschool 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noteで情報発信中  

「鈴村結　ホームスクール」で検索  


